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第６３回 芭蕉祭 

松尾芭蕉の文学的功績を讃え遺徳を偲び、俳句大会や史

跡参観、特別展などのイベントが催されます。 

○日時／10 月 12 日（月）10:00～  (参加無料) 

○場所：上野公園 

上野公園俳聖殿広場前等 

○問い合わせ／伊賀市役所文化国際課 TEL 0595-22-9624 

上野天神祭  
400 年余の伝統と歴史を持ち、伊賀上野の秋を彩る伊賀

最大の秋祭。本大祭では、百数体の鬼、9 基のだんじりが

市内を巡行する。鬼達のユニークな動きが見物。 

○日時／10 月 23 日（金）～25 日（日） 

○場所：伊賀市三筋町（本町通り・二之町通り・三之町通

り） 

○問い合わせ／上野天神祭振興会 TEL 0595-21-0527 

編集後記 
 ７月から８月にかけて、各地でイベントが開催され、

川上ダムからもブースを出展させていただきました。

その中でも子供達が水に関するクイズに夢中になっ

て取り組んでいる様子が印象的でした。 

 

［広報誌発行事務局］ 

編集長  及川 拓治（川上ダム建設所長） 

デスク  吉岡 直也（総務課長） 

〃   柳生 光彦（工務課長） 

通信記者 竹之内健太（調査設計課） 

〃   竹之内律子（総務課） 

〃   加藤 晶久（第一用地課） 

 
 ７月２８日（火）上下流地区、８月３日（月）川上地区、８月２３日（日）に桐ヶ丘地区への説明を行い

ました。主な説明の内容は交通安全対策および振動騒音測定の２点です。  
 交通安全は、地元車輌の優先、工事用のダンプトラックの運搬ルートおよび交通整理人を工事箇所の出入

り口などに配置することを説明しました。  
振動騒音測定については、計５カ所に測定装置を設置し、三重県の振動騒音規制を上回ることがないよう

に確認しながら工事を進めることを説明しました。 
 

説明後の意見では、これまでの工事において、全てのダンプではないが、中にはダンプが優先して通行し

たこともあったので、くれぐれも地元車優先の通行の確保をしてもらうように等の意見がありました。 
このことについては、工事関係車輌が地元車輌に迷惑をかけることの無いように工事請負者に指導を行う

こととしています。 
説明時には、決定していなかった請負者も決定しましたので、改めて３件の工事の請負者及び工事工期を

報告します。                               【工事課 木下真理子】 
工事名 請負者 工事工期 

川上ダム仮排水路トンネル工事 （株）大林組 平成２１年７月２４日～平成２２年１１月５日 

右岸ダムサイト進入路工事 （株）三和工務店 平成２１年８月４日～平成２２年１０月７日 

左岸ダムサイト進入路工事 松塚建設（株） 平成２１年８月７日～平成２２年６月２日 
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８月１日（土）、伊賀市阿保の木津川河川敷で伊賀市青山支所と地元住民でつくる実行委員会の主催によ

り「第９回 河川環境フェスティバル」が開催され、川上ダム建設所からも参加させていただきました。 

アユのつかみ取り 

 夏休み中の子供達に川の恵みを肌で感じてもらおうと、河川敷内に生

け簀を設置し、伊賀川漁協の協力を得てアユを延べ１，５００匹放ち、

つかみ取りをしていただく企画がありました。 

 当日は、雨が降りそうな天気でしたが、約３５０人の親子連れの方々

が募り、子供達は、設置された生け簀に入り、服が濡れることも気にせ

ず、逃げ回るアユを捕まえては歓声を上げ喜んでいました。  

水生生物の観察とパネル展示 

 川上ダム建設所では、木津川に生息する動物や植物を肉眼では見られ

ない詳細部分まで顕微鏡を使って、子供達に自由に観察してもらう企画

をいたしました。子供ながらの視点で観察したり、実物を見ながらパネ

ルで名前を確認したり、何度も足を運んでくれるお子さんもいて楽しん

でいただいている様子でした。 

このイベントを通じて、子供達に川の大切さを感じていただけたので

はないかと思います。           【第一用地課 中間健一】 

 

 

８月１日(土)に、桐ヶ丘団地内の公園において「桐ヶ丘夏祭り」が開

催され、川上ダム建設所も、８名がお祭りに参加させていただきました。 

 当日は、昼間に激しい雷雨があり、天候が心配されましたが、お祭り

の時には天気がもちなおし、青山太鼓やソーラン節、江州音頭、HIP・HOP

等の踊りで盛り上がりました。お祭りには約１，５００名の方が参加さ

れていました。 

機構のブースでは約２１０名の方が、水の知識や川上ダムについての

クイズに親子でチャレンジされ、楽しみながらパネルを読まれていまし

た。クイズを通して水の知識や川上ダムについて、より知っていただく

ことができたと思います。         【第二用地課 井口遥香】 ☆☆☆皆様からのご意見・ご感想をお待ちしています。

ハガキやメ―ル等でお寄せください。☆☆☆ 
◇川上ダム建設所は ISO14001 を取得し、環境保全を推進

しています。◇ 

ISO14001：2004 

JQA-EM5769 

K  A  W  A  K  A  M  I     D  A  M 

  

独独立立行行政政法法人人水水資資源源機機構構  川川上上ダダムム建建設設所所  
〒〒551188－－00229944  三三重重県県伊伊賀賀市市阿阿保保 225511 番番地地  TTEELL：：00559955－－5522－－11666611（（代代））  
http://www.water.go.jp/kansai/kawakami 
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カブトムシ。夏の主役！子供たちのヒーロー！季節を代表する生き物です。 
川上ダム建設所におきまして、幼虫期に保護され、成虫となる瞬間のカブトムシをカメラで納めることが

できました。サナギから成虫へ変化したばかりのカブトムシは、背中部分 
が白く、数時間で見慣れた黒色になります。自然界は厳しいもので、土か 
ら出たての背中部分が白いカブトムシは、カラスなどの鳥からは格好の餌 
食となってしまうそうです。その試練をかいくぐったカブトムシが、夏の 
主役、子供たちのヒーローになれるのだそうです。 

【第一用地課 加藤晶久】 
成虫になったばかりのカブトムシ

７月２６日（日）に、伊賀市高尾の床並川において、高尾住民自治

協議会の「千方伝承会部会」主催による「甌穴まつり」が開催され、

川上ダム建設所からも参加させていただきました。 

高尾住民自治協議会では、地域の活性化の為に、平成１９年度より

「千方伝承会部会」を発足させ、昨年度、千方伝説の遺跡地である甌

穴（血首ｹ井戸）の井戸浚え（雨乞い）を約８０年（前回は昭和６年

に行われたようである:７８年前）ぶりに「復活イベント」として開

催され、昨年度に引き続き、今年度は「来て、見て、楽しむ」をキャ

ッチフレーズに催されたもので、このイベントを定着化させ、地域活

性化、地域振興を考えられたものです。 

 

 
７月１８日（土）、伊賀市阿保の青山ホール前にて、市や地元の商工会

等で構成される実行委員会主催により「第２５回青山夏まつり」が開催

され、川上ダム建設所からも６名が参加させていただきました。 
川上ダムでは、事業内容や水に関するパネル展示及びクイズを行い、

展示ブースには、約２２０人の方がお立ち寄り下さいました。その際、

事業に関する貴重なご意見・ご質問もいただくことができました。 
 今後もこれらのイベントを通じ、事業についてより多くの方に知って

いただくきっかけにしていきたいと思います。   【総務課 森隆博】

 

 

７月２１日（火）、川上ダム建設所ふれあいホールにおいて、「平成２１年度 優良工事請負

者表彰式」を行いました。これは、前年度に完成した工事の中から、特に工事成績が優秀で機

構事業に対する貢献度が高い工事を「総合部門表彰」、工事成績が優秀な工事の工事技術者を「個

人部門表彰」、労働安全衛生への取り組みが優秀であり、年度内または竣工までの間、無災害で

完成した工事を「安全部門表彰」として表彰するものです。 

審査の結果、今年度は、安全部門（年度表彰）で「付替県道第２工区（その３）工事」を施

工された「坂口・水谷経常建設共同企業体」が受賞されました。本工事は、谷地形の狭い施工

ヤードの中において、複雑な工種が取り込まれた工事でした。急峻な地形のため、地山の崩落・

崩壊、墜落・転落については特に細心の注意を払うこととし、協力業者との密な連絡や社内安

全協議会の徹底を図ることを通して、関連業者一丸となって災害を未然に防ぐことができまし

た。                               【工務課 鈴木弘二】

 

受賞された「坂口・水谷経常建設共同企業体」表彰式 

おう けつ 

甌穴は、直径約 1.5 ㍍、深さ約４㍍の雄井戸と、直径約 3.0 ㍍、 

深さ約３㍍の雌井戸の二つあり、約五千年の歳月をかけてできたとさ 

れ、伊賀市の指定天然記念物にもなっています。 

当日は、前日からのあいにくの天候にもかかわらず、家族連れらの方約１００名が参加され、自然が

造り上げた芸術に引き込まれ、また、企画された魚つかみ大会やバーベキューなど参加者、地域の方々

と共に一緒になって楽しませていただきました。 

今後も地域で企画されたイベント等に積極的に参加させていただき、地域の方々との交流、連携を深

め続けていきたいと思います。                    【第一用地課長 山本正明】

高尾の甌穴 

魚つかみ大会 

 

ハチクマ 

もう きん るい 

 
猛禽類とは、鳥獣などを捕まえて食べるワシやタカなどの大型鳥類の総称です。 
猛禽類は、一般的に生態系の上位を占めるものが多く、これらが生息しているということは、この地

域の生態系が維持されていることを示すものです。そこで、川上ダムでは、工事前の伐採を猛禽類が繁

殖しない時期にずらしたり、工事での騒音を極力低く抑えることができる重機を使用するなど、オオタ

カなどの希少猛禽類の生息環境に与える影響が小さくなるよう様々な取り組みを行っていきます。 
これからも、希少猛禽類の生息環境に配慮しつつ、自然にやさしいダムづくりを進めていきます。 

【環境課 水野正明】

 

オオタカ（幼鳥） 
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クイズの答えを確認 
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跡参観、特別展などのイベントが催されます。 

○日時／10 月 12 日（月）10:00～  (参加無料) 

○場所：上野公園 

上野公園俳聖殿広場前等 

○問い合わせ／伊賀市役所文化国際課 TEL 0595-22-9624 

上野天神祭  
400 年余の伝統と歴史を持ち、伊賀上野の秋を彩る伊賀

最大の秋祭。本大祭では、百数体の鬼、9 基のだんじりが

市内を巡行する。鬼達のユニークな動きが見物。 

○日時／10 月 23 日（金）～25 日（日） 

○場所：伊賀市三筋町（本町通り・二之町通り・三之町通

り） 

○問い合わせ／上野天神祭振興会 TEL 0595-21-0527 

編集後記 
 ７月から８月にかけて、各地でイベントが開催され、

川上ダムからもブースを出展させていただきました。

その中でも子供達が水に関するクイズに夢中になっ

て取り組んでいる様子が印象的でした。 

 

［広報誌発行事務局］ 

編集長  及川 拓治（川上ダム建設所長） 

デスク  吉岡 直也（総務課長） 

〃   柳生 光彦（工務課長） 

通信記者 竹之内健太（調査設計課） 

〃   竹之内律子（総務課） 

〃   加藤 晶久（第一用地課） 

 
 ７月２８日（火）上下流地区、８月３日（月）川上地区、８月２３日（日）に桐ヶ丘地区への説明を行い

ました。主な説明の内容は交通安全対策および振動騒音測定の２点です。  
 交通安全は、地元車輌の優先、工事用のダンプトラックの運搬ルートおよび交通整理人を工事箇所の出入

り口などに配置することを説明しました。  
振動騒音測定については、計５カ所に測定装置を設置し、三重県の振動騒音規制を上回ることがないよう

に確認しながら工事を進めることを説明しました。 
 

説明後の意見では、これまでの工事において、全てのダンプではないが、中にはダンプが優先して通行し

たこともあったので、くれぐれも地元車優先の通行の確保をしてもらうように等の意見がありました。 
このことについては、工事関係車輌が地元車輌に迷惑をかけることの無いように工事請負者に指導を行う

こととしています。 
説明時には、決定していなかった請負者も決定しましたので、改めて３件の工事の請負者及び工事工期を

報告します。                               【工事課 木下真理子】 
工事名 請負者 工事工期 

川上ダム仮排水路トンネル工事 （株）大林組 平成２１年７月２４日～平成２２年１１月５日 

右岸ダムサイト進入路工事 （株）三和工務店 平成２１年８月４日～平成２２年１０月７日 

左岸ダムサイト進入路工事 松塚建設（株） 平成２１年８月７日～平成２２年６月２日 

  
 

 

 

 

 

 

－上下流地区説明会－         －川上地区説明会－           －桐ヶ丘地区－ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
８月１日（土）、伊賀市阿保の木津川河川敷で伊賀市青山支所と地元住民でつくる実行委員会の主催によ

り「第９回 河川環境フェスティバル」が開催され、川上ダム建設所からも参加させていただきました。 

アユのつかみ取り 

 夏休み中の子供達に川の恵みを肌で感じてもらおうと、河川敷内に生

け簀を設置し、伊賀川漁協の協力を得てアユを延べ１，５００匹放ち、

つかみ取りをしていただく企画がありました。 

 当日は、雨が降りそうな天気でしたが、約３５０人の親子連れの方々

が募り、子供達は、設置された生け簀に入り、服が濡れることも気にせ

ず、逃げ回るアユを捕まえては歓声を上げ喜んでいました。  

水生生物の観察とパネル展示 

 川上ダム建設所では、木津川に生息する動物や植物を肉眼では見られ

ない詳細部分まで顕微鏡を使って、子供達に自由に観察してもらう企画

をいたしました。子供ながらの視点で観察したり、実物を見ながらパネ

ルで名前を確認したり、何度も足を運んでくれるお子さんもいて楽しん

でいただいている様子でした。 

このイベントを通じて、子供達に川の大切さを感じていただけたので

はないかと思います。           【第一用地課 中間健一】 

 

 

８月１日(土)に、桐ヶ丘団地内の公園において「桐ヶ丘夏祭り」が開

催され、川上ダム建設所も、８名がお祭りに参加させていただきました。 

 当日は、昼間に激しい雷雨があり、天候が心配されましたが、お祭り

の時には天気がもちなおし、青山太鼓やソーラン節、江州音頭、HIP・HOP

等の踊りで盛り上がりました。お祭りには約１，５００名の方が参加さ

れていました。 

機構のブースでは約２１０名の方が、水の知識や川上ダムについての

クイズに親子でチャレンジされ、楽しみながらパネルを読まれていまし

た。クイズを通して水の知識や川上ダムについて、より知っていただく

ことができたと思います。         【第二用地課 井口遥香】 ☆☆☆皆様からのご意見・ご感想をお待ちしています。

ハガキやメ―ル等でお寄せください。☆☆☆ 
◇川上ダム建設所は ISO14001 を取得し、環境保全を推進

しています。◇ 

ISO14001：2004 

JQA-EM5769 

K  A  W  A  K  A  M  I     D  A  M 

  

独独立立行行政政法法人人水水資資源源機機構構  川川上上ダダムム建建設設所所  
〒〒551188－－00229944  三三重重県県伊伊賀賀市市阿阿保保 225511 番番地地  TTEELL：：00559955－－5522－－11666611（（代代））  
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